平成１６年１０月吉日

高等学校校長　殿
(財)コンピュータ教育開発センター

教科「情報」における産業協力情報授業
公開授業のご案内
　拝啓　時下、貴校にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素は当財団の事業に対し、ひとかたならぬご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、質の高い情報化人材育成が叫ばれている中、学校教育においては、日々進展する情報化社会への効果的な授業として、情報に関する先進技術や、最新技術の活用現場に触れる機会が、まだまだ少ないのが実情です。

そこで、(財)コンピュータ教育開発センターは、経済産業省の教育分野での施策の一環として教科「情報」に有効なテーマについて産業界の先進技術や情報をもとに、社会人講師による効果的な授業実践の支援を行なうこととなりました。

16年度は公募によって東京地区３テーマ、大阪地区４テーマが選定されモデル授業の公開実践を行います。各テーマは次年度も同様の授業実践を予定しておりますので、参観いただき次年度の授業の参考にしていただければ幸いです。
　是非とも積極的な参加をいただきたくお願い申し上げます。
敬具

東京地区　産業界講師による公開授業テーマと公開日程（テーマの概要は裏面をご覧ください）
Ａ　宇宙と先進情報技術～GPSの活用～　　講師：宇宙航空研究開発機構（JAXA）
公開授業　Ａ-1　10/18　14:20～15:10　２時限目
　会場：帝京高等学校
Ａ-1　10/25　14:20～15:10　３時限目　
　会場：帝京高等学校

Ａ-2　11/2　 13:10～15:00　１･２時限目
　会場：早稲田大学高等学院
Ａ-2　11/9　 14:10～15:00　３時限目
　会場：早稲田大学高等学院
Ａ-3　11/15　10:30～12:20　１･２時限目
　会場：東京都立江戸川高等学校

Ａ-3　11/16　11:30～12:20　３時限目
　会場：東京都立江戸川高等学校
申込み先　　塩田　　E-mail：　ace@titan.ocn.ne.jp
Ｂ　情報家電でつながる暮らし　　講師：松下電器産業㈱
　　　　公開授業　Ｂ-1　10/14　13:15～15:05　２時限連続
会場：東京都立東大和高等学校
　　　　　　　　　Ｂ-2　10/26　13:40～15:20　２時限連続
会場：武蔵野高等学校
　　　　　　　　　Ｂ-3　11/9　 13:50～15:30　２時限連続
会場：東京都立駒場高等学校
申込み先　　宇山　　E-mail：　jyugyou-kaden＠m1.jp.panasonic.com
Ｃ　情報セキュリティって何？　　講師：マイクロソフト㈱
公開授業　Ｃ-1　11/15　13:10～14:00　１時限目
会場：嘉悦女子高等学校
Ｃ-2　11/19　13:45～15:25　２時限連続
会場：東京都立墨田川高等学校
申込み先　　滝田　　E-mail：　yuzot@microsoft.com
■申し込み方法■

　各テーマの申込み宛（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ窓口担当者）にメールにて下記項目を添えてお申し込みください。

　　　　　テーマ番号・希望日・参加者名・学校名・連絡先電話・Eメールアドレス

　　　＊会場の都合により、お申込みの多い場合にはお断りすることがありますので予めご了承ください。
■問い合わせ先■      産業協力情報授業事務局　E-mail：sangyoj@cec.or.jp
公開授業テーマの概要

Ａ　宇宙と先進情報技術～GPSの活用～


講師：宇宙航空研究開発機構（JAXA）
	テーマのねらい
	「情報化の進展が生活に及ぼす影響」についての理解を深めるため、JAXAの宇宙開発の中の測位衛星システムに焦点をあて、その最先端技術について、GPS機能付携帯電話などの体験を通しながら学ぶ。また同時に、生徒が未来のGPS活用法を考えることによって、生徒たちが先端技術である測位衛星システムを実社会で活用することの意義を実感することを目指す。

	授業内容
	全３時限

	１時限目
	PDAで位置測定などの実習体験を通して、GPS（測位システム）の仕組みについて学ぶ。また、現在と未来の宇宙技術（準天頂衛星システム）を知る。

	２時限目
	ビデオやコンピュータ映像により、現在のGPSの活用例について知り、グループでGPSの新しい活用アイデアを討議する。

	３時限目
	グループごとに未来のGPS活用法を提案し、講師を交えて意見交換を行う。


Ｂ　情報家電でつながる暮らし



講師：松下電器産業㈱

	テーマのねらい
	情報家電についてのイメージを掴み、その利用が生活スタイルの変化に影響を与える可能性を実機等で紹介しながら理解させる。情報家電の利用法などを自ら考えることにより、情報家電を支える技術を理解する。またセキュリティや個人情報保護、適切に使いこなす能力や将来にわたって情報技術の活用能力を高めて行くことが必要であることを理解する。情報家電の利用には、「情報サービス」が存在し、生活の質を向上させたり、社会の安全を支えたりすることに気づく。

	授業内容
	全２時限

	１時限目
	①情報家電についての全体イメージを掴む。家電の歴史と社会生活の変化、情報家電のある未来の暮らしのイメージ等実機を使ったサービス事例紹介

②あったら便利と思われる情報家電を生徒が企画する。

自ら企画することで、サービスメリットや必要技術、運用留意点などに気づく。

	２時限目
	③発表　②で考えた事例の発表

④情報家電を支える技術　特にIPv6、セキュリティ技術等また企画標準化の動向などについて紹介。メリットのみでなく、利用についての課題点など

⑤情報により家電がつながることにより、「情報サービス」という付加価値が生まれる事、将来の情報家電のある暮らしの全体像（システムイメージ）などを紹介


Ｃ　情報セキュリティって何？



講師：マイクロソフト㈱

	テーマのねらい
	授業の中で情報通信ネットワークシステムが安全に運用される基盤である情報セキュリティに関して、公共ネットワークの危険さと現在の懸念点を理解し、安全なコンピュータ環境についての理解を深める。将来の情報産業の担い手に、知的財産立国たる日本のセキュリティレベルを向上させる意識を醸成する。

	授業内容
	全２時限

	１時限目
	インターネット上での情報サービスを紹介し、インターネットは近年より欠かせない社会インフラになっている事を理解する。
情報セキュリティ侵害の危険性と、社会及び産業界が抱えている問題点を理解する
コンピュータウイルスなど、インターネットを活用する際に遭遇する可能性のある危険と、その動機、目的、プロセスついて擬似ウィルスの体験から理解する。

	２時限目
	１時限目で理解した危険に対して、現段階で行える防御の方法を理解する。
ソーシャルエンジニアリングに対しての心構えなど、情報を扱う上でのモラルについて理解を深める
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